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基礎教育実習実践報告②
一小学校5年社会科伝統的な工業を例として一

切澤敏生髄建学／
　近年，多くの教鐘養成系大学・学蔀において模擬授業が授業の率に取尋入れられている。しかし，

穫擬授業に饑しては実践羅監等が少なく，授業趣業者の披量に鑑されている藻分が大きい。本心講

は筆者が蕎つた摸擬授業の実践報告と，そこで指摘されたいくつかの購題点をまとめたものである。

〔キーワード〕模擬授業　教育婁習　伝統的な工業　実践報告

董．はじめに
　近年．多くの教員養成系大学・単離で様々な摸擬授

業の実践が行われている。摸擬授業は大学生を小中学

校の生捷等に見立て，教育実習等において行われる授

業実響を摸擬的に行うもので，教員を志す学生の資質

海1二に大きな案隻書彗を果たすと莫薙待され．ている導　しカ・

し，これはあくまで「摸擬麟なま授業輿銭にすぎず，

これを学生の資質海上と結び｛寸けるためには様々なタ

イプの実践を蓄積し，覇究を深める必要がある。

　摸擬授業の実践に関しては，これまでに摸擬授業の

実践の経験からその開題点を整理してまとめた愛羅拶，

摸擬授業の実践をまとめた氷蜜ほか21，蓉井ほか衝，摸

擬授業を暮成するまでの経遜をまとめた初澤麟などに

よる報告があるが，その蓄積はきわめて薄いと害わざ

るを得ない。特に模擬授業の実践を教舞の資質陶．しと

結び付けるにあたっての様々な工夫の蓄積や霞題点の

解決などについては，授業鐙当者の懸人釣技量に任さ

れているというのが実状である。しかし，それでは成

功・矢数を含めた様々な経験炉蓄積されず，教員養成

の資的講ま二を進めることも霧難である。

　本報告は，筆者が欝鍵年度に福島大学教奮学部釜会

系3年生を対象に行った穫擬授業実践の記録であるG

授業実践書体は決して優れたもので隷ないが，これを

通して実践記録を蓄積するとともに，摸擬授業実践上

のいくつかの問題点を指摘することができると考える。

　2．本実践の麟度上の位置づけ

　篠轟大学教育学部では欝雛年度よ弩教育実習潔渡改

革を行い，3奪次において縷擬授業を核とするi遷翼

の学内実習を取む入れた。柱会系においては2隼次に

おいてr地域社会の総合爾究諜と言う授業を通年で羅

修する．ここでは，あらかじめ特定の地域を羅究財象

地織に設定し，学生は「地連斑涯歴史蓬蓬「公長斑」

にわかれて様々な調査を青い，跳域の状溌を調査す

る。そして，そこで得られたデータを基にして，3隼

次の憂休みに教護覇究・教材づく辱を進め．9簿に蕎

われる学内学習において模擬授業を行う51。本実践に

おいては，筆者は「地理斑3を握撫し，2年次の「地

綾社会の総合藩究3の授業では纏島銀鱗俣驚の織麹業

の調査を行った。そして3隼次の模擬授業の実施にあ

たっては小学校5年桂会科の「伝統釣な技術を生かし

た工業」の単元において購猴織鞠業を事舞として皺む

上げると飯寇し，穫擬授業を蕪成した。なお，この摸

擬授業の作歳にあたっては7名の学生奮参撫した。こ

れらの学生は合舞2年次において／ll復職勃業の講査に

参撫している。

　3．模擬授業作成にあたっての留意点

　現行学習詣導要領においては，伝統産業の学習内容

について，小学校5隼縫会科の内容（2／において

彰段が羅の工業生産の現状に懸れ，工業に従事してい

る人々が盤産を高める工夫をしていることを遷解でき

るようにするとともに，国民生活を支える工業生籬の

意蘇について考えることができるようにするま，そして

そのイ〉において蓑我が麟の伝統釣な技術を生かした

二£業について，それが盛んな地域や生産霧を地響や資

料などで調べて，朦料や土地の条盤，技術などを生か

して生産していることを遅解するとともに，伝競麟な

技術を生かした工業製品の持つ意鎌について考える雲

と定めている。

　すなわち，この単元においては事擁として取零、ヒげ

る産業の学習を通して，晃童がそれの現献を簿鯵，そ

れが療料や土地の条件，技術などを生かして生産が行

われていること，生産を蔑めるために様々な工夫が行

われていること，そうして生産された製品が義々の生

活を豊かにしていることを遷解することが馨繧とな

る。これを本実践に携き付けて考えれば，その醤標は

以下のように整瑳できる。

　①　燐綟織麹業の現状を知る。
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　⑧　燐俣織霧業が雛籔：の原料と鼓徳を生かして生産

　　を進めていることを遽解する。

　③　雁俣織鞠業の生藍を高めるために，それに携わ

　　っている人々が様々な工夫や努力をしていること

　　を瑳、解する。

　④鱗俣で生産された織鞠が我々の生活を豊かにし

　　ていることを瑳解する。

　獄、ヒ嘆点の§的を実現するため，摸擬授業の作成に

あたっては，次葉の授業案に示したような小単元の目

標および指導誕露を設定した。ここでは灘俣織鞠の生

産工程に漉§し，織誘がどのようにして生産されるの

か，その中で饑く人々がどのような努力や工夫をして

いるのかを選解し，それを通して鱗俣織勃業の境栽と

未来を考えるカを養うことを§標としている。しか

し，授業を作成していく課程でいくつかの講題が発生

した。その中で最も重要なことは，授業を行う学生磨

身の織麹業に対する理解か不足していたことである。

　本実践に参撫した学童たちは茎年聡鱗俣織鞠業の調

査に参撫し，見学と麗き取馨講査を行ってきた。しか

し，そのような経験を積んだ学生でさえ，具体鶴に織

麹潜どのように作成されているのか，そこで饑く人々

はどのような工夫をしているのか，等についてナ分に

運解していなかった。これは学生盗身の問題意識が薄

かったこともあるが，基本麟に地瑳学や歴窒学などに

おいて蕎われる地裁調査と授業実践のために行われる

地域講査とでは講査項§等が大きく異な琴，一方の調

査結果をそのまま飽方に適絹することができないため

である。そのため，本実銭においても学生たちは授業

実践矯の補充講登を行い，教材覇発を行った。

　学生たちのこの檬な経験は，その教耕観を大きく変

化させた。学生たちは叢誌を通してゼ子どもたちに饑

く人々の工夫や努力を理解させようとしても，子ども

たちはどのようにして人々が饑いているのかを知らな

いのではないか」「子どもたち潜まず織勃とはどのよう

なものなのか，それ炉どのようにして焦られているの

かを知らなければ，たとえ工場に見学に行っても飼も

わからないのではないか盛と考えるようになった。学

生たちはこの様な問題を解決するため，見学準備の授

業において模擬活動を取む入れることによって，織勃

業とそこで饑く人々に関する子どもの理解を深め，見

学をよ吟奚琴あるものにすることができると考え，次

頁の授業案を舞成した。

　ここでは手機の摸型を作威し，それで驚童が織勃を

｛乍成することを達して織麹の権造を知琴，饑く人・々の

工夫や努力を瑳解するための基礎を養うことを中心的

な課題としている。嫉下においては，摸擬授業の実践

記録を示し，実践海容を検討することにしたい。

雄§7一12

　4．模擬授業の記録

　以下の授業誕録は，模擬授業を記録したビデオを基

に教編役の学生と生徒役の学生の発書をできるだけ蕊

確に採録したものである。τは教締役の学生の発言，

Cは児童役の学生の発奮を示す。

T：書套の時馨童までに麟から絹の糸オ§できるまでを魑強

　しました。今蒙は糸から絹織鞠の旛ができるまでを

　勉強したいと悪います。

　　（霧を見せながら）これが絹織駒の葎です。もう

　一つみなさんに見せるものがあ弩ます。

　　（ガーゼを見せながら／これは皆さんがけがをし

　たときに使うガーゼです。なぜガーゼを超したかと

　いうと，ガーゼは絹織勃と属じようにして作ってあ

　軽ます。

　　どういう燐に織っているのかというと，（ガーゼを

　ほぐしながら／ガーゼをほぐしていくと，一本一本

　の糸になってしまいます。このことから，ガーゼは

　梅本もの糸からできていることかわかると思います。

　　さっき先生は絹織麹とガーゼは錘じようにできて

　いると言いました。絹織鞠も実は一本一本の糸から

　できているのです。（今度は絹織鞠をほぐしながら1

　ほら，こっちも一本一本にほぐれます。絹織麹が糸

　からできているということをよく覚えておいてくだ

　さい。

　　今醸ま絹織勃の姦がどのようにできているかを考

　えたいと思います。

（板書：今嚢のめあて　絹織駿1はどのようにできてい

　るのだろう〉

T：今蔭のめあては「纏織麹はどのようにできている

　のだろう」です。

　　これから各蓬に，絹織鞠とガーゼとむしめがねを

　くぱ鯵ます。このむしめがねを使って各斑で観察し

　てほしいことがあ毒ます。

（絹織勃等を各斑に翫窟／

T：まず，ガーゼをさっき先生がしたようにほどいた

　吟，むしめ炉ねで観察したりして．姦がどのように

　してできているのか調べてください。だいたい3分

　くらいで講べてください。

（ここまで7分2i秒〉

（3分経遜）

↑：それでは各蓬ごとに気づいたことを発表してくだ

　さい。

C＝網曇がいっぱいあむました。

（娠書：ガーゼを観察して　あみめ）

T：綱§がたくさんあった。はい，次の醗。

C：経ての糸と横の糸が交互になっている。

T：はい。

（板書：たての糸と横の糸／
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学生が作成した指授業案

第5学隼　桂会科授業案

i．小単発名：伝統的な披講：を生かした工業（羅俣の絹織鞠を事鍵に〉

2．小単元の醤標

　／i）伝統的な技衛をいかした工業について，それが盛んな地嫉や生産麹江つ酔て興陳を持ち，地緩や資料で

　講べることができる。

　轡身近な工業製品を遠して・原料や土饒の乗替，妓籍を生かして生産していることに気づくこと炉できる。

馨見学や体験を通して，饑く人々の努力や．それに携わる人々のことを認識する。

　瞬これまでの歴史，そして現献を知ることによってこれからの辮擬の絹織勃について考えることができる。

3．捲導詩嚢（総鋳数8時鍔〉

第i次燐擬簿と絹織鞠〈絹毒を通して／　i時驕

第2次絹織鞠の盤産工程につ騨て（繭から覇二重まで〉

第3次絹織鞠工場の髭学　2欝欝

第尊次絹織勃工場の見学のまとめ　i薄濁

第5次羽二重のゆくえ／霧二重から製品まで〉　i時閥

第6次　これからの溺俣の績織鞠業　i時臨

本　　時（第2次第2時翻のねらい

2時瞬

4．

　絹織魏の生産■程を通して，そこに携わる人々の饑く姿を知る。実隆に手機で窟を織ってみること炉絹織勃

　の権造について運解し，それとともに絹織麹ができるまでの様々な苦労について認識することができるように

　する。

5　遺　　程

学習内容および活動 時　馨 指導上の留意点

緯　瑠俣鎌の絹織鞠を示しその

@上で購造がにているガーゼを

@取む思し，ほどいていく。

5分

ｱ入

　教懸が絹織勃を提示する。その後でガーゼをほどき，藷

ｪ糸からできていることを示す。

121糸がどのような構造で緩み

@合わされて窟ができあがるみ

@かを考える。

ｦガーゼを観察する。

ｦ教麟が見本を示し，それにな

@らって数人の子ども炉手機で

@織ってみる。

ｦ手機の糸を通す作業を実際に

@行う。

鋳分

W醗

　子どもがむしめがねを使って観察した辱，ほどいた吟ず

驍ｱとによって，窟の構1造をとらえるようにする。

@手機で実際に庵を織ることによって絹織霧ができるまで

�^解できるようにする。

（饒　絹織勃工場においては絹織

@魎はどのように作られている

@のかを考える。

ｦ絹織物工場の製糸から；奮まで

@の作業行程にふれる。

欝分

ｭ展

　手機で織る麟の準備作業に関わることによって手機で織

驍ﾉは多くの手懸と時賜がかかることに気づくことができ

驍謔､にする。

@手で織ることの苦労を感じたことから現在の工場での機

B化に気づくことができるようにする。

@写真パネルを綾稽することによって手機と工場の機械の

痰｢を選解することができるようにする。次蒔の工場見学

ﾖの意欲をかきたてる。
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T：経ての糸と横の糸。はい，じゃあ，次の瑳。

C：編み醤が糧篭㌔

織犠を観察する鷺重役の攣隻

T：はい，さっきの斑にプラスして，網§が耀い。

（板書：あみめがあらい〉

τ：はい，次の蓬。

C：経ての糸はほつれていない纏れども，横の糸の方

　はほつれている。

τ1（叛書しながら／経ての糸はほつれてないんだけ

　れども，横の糸の方はほつれている。はい。次の斑。

C　l内こうが透けてみえる、

T：は》㌔

（板書：向こうがすけて見える〉

T：次の蓬。

C：網戸みたいに糸が交差しています。

T：ああ，纏戸に継ていた。

（板書：あみ拝みたいに交差l

T：今，みんなに意見を鐵してもらって，網羅があ

　る，綱藝が難い，経ての糸と横の糸がある，そして

　経ての糸はほつれているけれども横の糸はほつれて

　いない，麟こうがすけて見える，網戸みたいに交差

　している，という意見が轟ました。

　　今，ガーゼを観察してこのような意見が趨たので

　すが，先ほど先生は絹織勃も購じようにしてできて

　いるといいました。

　　それでは，絹織物はどのようにして作られている

　のでしょうか。糸を緩み合わせればできるんじゃな

　いかな。A君どう思う。

C：どうやって作るのかわかんない。

T：そうだね。これだけじゃわからないね。

　　じゃあ，みんなで織ってみようか。案は先発と紳

　潤たちが姦を作る道具を作ってみました。

（織機を見せる／

T：この遊具を使うと，糸は違うのですが，属じよう

　に廠を織ることができます。じゃあみんな集まって

　くれるかな。

（ここまでi8分誕秒1

（児童を織機の認鯵に集める〉

薄弱7一董2

孚：じゃあ，織ってみます。（操作しながら1まず，こ

　の鶏に糸を通します。そして上にあった糸を下に移

　して，今度はこっち翻から糸をぐるつとして，また

　糸を上に上げます。そしてまた瞬じように糸を通し

　ます。わかったかな。

　　それではみんなにもやってもら窮ます。

（先生が捲示をしながら生徒が織る／

模擬活動の様子

τ1は騨，さっきBさんが気づ無たんだけど，窟の色

　撲様に注意するとどうなっている？

（今露の授業を行うにあたっては，生徒の遅解を動け

　るために経糸と横糸の色を変えてある。権糸は維，

　経糸は白と水色の糸を交互に設置した。／

（作業を続行／

（板書：実際に織ってみて／

τ：それでは，みんな気がついたことを簿でもいいか

　ら発一表してください。

C　l3種類の糸が織ってある。

T：銅色？

C：白と承色と維。

（極書：巖・水色・こん色）

T：色違いにしたのは，糸が上と下に行くとき交互に

　なるからです。それでは藏と水色の糸を「薄い色！，

　維の糸を「濃い色違としたら，「薄い色涯と「濃い

　色董ではどのようになっているでしょうか。

C二経てと横の色が違う。経てが「薄い色」で．横が

　「濃い色」。

Tlそうだね。さっきガーゼの観察で奮ったことでも

　あるんだけど，これを見ると姦が経ての糸と機の糸

　でできていること炉よくわかるね。

（板書：たての糸と横の糸からできている〉

T：この二つの活動からわかったことは，霧は経ての

　糸と蟻の糸からできているということだね。

（ここまで誕分総秒〉

T：でも，この道具を襲うためには，最初から糸が還

　っていたわけではあ諺ません。（模型の薬品の糸を遜

　しながら1この蔀分に糸を通した脅することもしな

　ければな辱ません。姦を織るためには，その蔚にい
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　ろいろな準備が必要です鼎みなさんにそのこともち

　よっとやってもらいましょう。

／織機の糸遠し部分を示しながら／

τ：それではここに糸を遷してもらいましょう阜C

　君，○さん，やってみてください。

（C蓉とPさんが鳶譲こ畠る／

τ：それでは，売生が一分霧縛鷺を講っていますか

　ら，それでどれぐらいできるかやってみてください。

（Cl書とDさんが作業を行う〉

模擬授業鋳に提示した織勃工場の織機の耳糞

学に蕎ったらそのようなところも見てきてください。

（雛上，碧分騒秒〉

　以上，模擬授業の実践寵録を示したが，この中には

いくつかの実践上の鶴題点がある。以下においてはこ

れらを検討し，摸擬授業実践をよ辱効果釣にするため

のヒントを捉えたい。

模擬活動の様子

τ：は塗，どれぐら雛できたかな。今，C書とPさん

　にやってもらったんだけど，6本入善ました。じゃ

　あ感想を麗いてみようか。C君，どうですか。

C：糸が柔らかかったんでなかなか入青ませんでした。

T：では見ていた人，どうでした？

C　lたいへんそうでした。

T：そうだね，たいへんだね。でもそういう準騰をし

　ないと窟は織れないんだよ。

　　は》，それではみんな癒に戻ってください。では

　魚板をノートに取ってください。

（ここまで戯分路秒）

T：それでは，この次の握会科の時翼は■場見学に鴛

　きます。工場ではどのようにして織鞠を織っている

　のかを見てきてください。

　工場ではこれと講ごようなもので織っているのかな？

C：もっと早い。

丁：そうだね。どうやって作っているのかを見学に行

っても，いきな辱見てもわからないだろうから，先生

が写真を購意したのでちょっと見てください。

（写真を黒穣にはる。）

T：今，みんなが道具を使ってやっていたの1まこれな

んです。　（織機の写真をはる1こういう布を織る機械

のことをゼ織機憾といいます。

（極書：織機／

T：工場では織機という機械を使っているので，さっ

きみんながやったようなことをとっても早くできま

す。でも工場でもすぐに織機で織ることはできませ

ん。準備をするための機械なんかも必要なんです。見

　5．模擬授業実践の問題点

　本実銭の後，参簾者から様々な撹覇が患された。そ

れは大きく手受業設定上の開題と授業孝菱術＿鉱の幾題毒こ区

分される。まず授業設定上の幾題から検討することに

したい。

　ここで捲嫡された問題点の最大のものは，ヂ摸擬活

動達を鴛ってもそれは実藻の工場でのものとは大きく

異な吟，働く人々の理解につながらないのではない

か，この体験を社会認識につなげることができないの

ではないか，との鮨矯である。本実践季こ隈らず，摸擬

活動はあくまで「ごっこ遊び曇の建長であ辱．それを

行なうだ諺では繕く人々の理解1こはつな炉らな疑。こ

れを入聡蓬解につなげるためには，様々な工夫が必要

である。本実践においては，この摸擬活動を織麹がど

のようにしてできるのかを礫解し，鱗く人々の工夫や

努力を捉えられるようにするための基礎作業と綾羅づ

轄た。しかし，手機での雑業体験がなぜ現代の工場で

饑く人々の選解につながるのかを鱗確垂こすることには

失敗した。これをと辱あげるためには昔の製造方法と

現在のものとの違いを捉えた上で，そのような妓籍革

新を生み申し，導入してきた人々の努力と苦労などを

考癒し，現姦の生産欝造やそこで饑く人々の姿などと

結び付けな謬ればならない。本実践ではそのような手

躍｛を踏まないまま性急にこれを展麗したため，穫1擬活

動と饑く人々の姿がまったく分離してしまった。大き

な農客意である。

　また，この点と藤達して，授業内容を機械の簿造と

徒事の大変さを知ることにしぼるべきで，饑く人の姿

に気づかせるのはこの次の段繕ではないか，また，見



6 福島大学教育実裁羅究紀要第33号

学の事蕩捲導であるならば，子どもたちが見学の視

点・縫心を聡確にできるようにすることが必要である

との指摘がなされた。最撫の設定において，この授業

の欝離を織勃の理解と工場見学に行くための事羨学習

とを兼ねると建直づけてしまったため，授業の海容が

過大なものになってしまった。これも単元の捲導爵懸

の詰めが欝かったことによる辮炉大きい。織霧の撰進

の遷解は捲導講藤の中で，よむ畢い詩題に綻縫づけて

行うことも可能であったと考えられる。

　一方，織葎隊外の蔀輿め工程について§を断ること

の必要性も指摘された。子僕たちが工場に見学に行っ

たら，当然，織葎以舞の工程も§にすることになる。

しかし，本授業では織姦■程ばか辱を学習し，それ鉄

外の工程をまったく学習していない。見学準備の授業

としては勉の工程にも目を醗1フ，製造工程全体を還し

て捉えることが必要であった。

　これらのような失敗の原選は，手機作業を幸心に縫

羅づけてしまったことである。このことか繕果とし

て，この内容をこの時鷺に引き付け，授業内容を麗大

化させることにつながった。これらの指摘の逓鞍内容

を精選してそれを指導計悪止に麩羅づけることが必要

であった。

　また，授業設定上の課題として，小単元の目標と授

業誹霞とが必ずしも一致していないことも捲摘され

た。小峯．元の饗標は学習指導要領の内容に沿って作ら

れているが，具体的な授業展雛の中で，どの部分がど

れに格当するのか，また，すべてが捧系的に鮭羅づけ

られているのかなどの検討がなされていない。ただ学

習指導要繧を引き写すだけの小単元馨標では窓鎌がな

い。この点は深く綾試すべきであった。

　この原石の一つとして，時潮の関係で，小単元を透

しての捲導案の作成を蕎わなかったことが捲摘でき

る。畢滝計露は立てているものの，その寧で模擬授業

を行うのはi暗闘だけであ弩，通常，学生たちはその

i時閥のみの構成を考え，授業を作成する。しかし，

そうすると，えてして教舞鶴身がこの単元を通して子

僕たちに縛を捉えさせようとしているのかが不明確に

な琴，結果麟にその時間の§漂も不明確なものにな琴

やすい。本実践の場合も，特に見学獄降の縛襲の具体

的な授業内容，そこで使絹する資料等の縷討を行わな

かったこと炉，授業海容が馨標から轟離することにつ

ながった。模擬授業を行うにあたっては，少なくとも

小単元全体の授業案を作成すること炉必要である。反

省を込めて捲撫しておきたい。

　次に，授業技術上の開題点を験証することにした

い。最も重要な問題は，教範の説購が多く，生経が気

づく場嚢が少なかったということである。これ．は教麟

役の学生たぢ授業案践に不穫れであるためであるが．

これに換えて，模擬授業に特有な縫題点も含んでい

る。通常の授業が流れの中で行われるのに対し，摸擬

穏97一噂2

授業はi時潮のみの授業をある流れの中で行うという

ことが前提となる。そのため，単元の懸導計露の串で

最辮に｛立置づけられる授業を行う場合以外1ま授i業iの賢

頭藩で詳綴な説聡を入れなければ児童役の学生たちは

流れを遅解することかできない。外山の実践鞍告にお

いてはあらかじめ授業案等を児童役の学生たちに配

窟・説霧し，全員が単発と授業の購造を瑳解した後に

模擬授業を行うことの有効姓が捲摘されている。この

嫌な醗癒！をすることが必要である。

　また，教麟が板書した講容を時閤をとって発童に写

させたことも，その必要性炉疑弱視された。板書は晃

童の授業理解を濠めるために行うものであむ，必ずし

も写す必要はない。これはギ黒板は写すもの達という

縫定観念炉教麟の耀1こあったためである。驚童の立場

に立った授業方法をよ鯵深く験講ずる必要がある。

　これらの鶏題点は本実践の失数点といえるか，この

嫌な経験の蓄積を遷し摸擬授業を改畏していくことは

教員志望学生の資質陶土に不璽欠であると考え，あえ

て提示した。これらの鶴題点を改善することによ吟，

この授業誹懸を質的に講上させることができると考える。

6．おわ辱に
　以上．筆者が欝鱗卑度に行った摸擬授業実践の概要

を報告した。この検討から得られた結論は以下の選書

である。

①　地銭教材の醗発にあたっては．あらかじめ授業の

　ねらいを明確にした上で調査を行う必要がある。そ

　れに縛する詳綴な調査があっても，授業のねらいと

　ずれていては使賭することはできない。

②働く人々の苦労や工夫を遷解するためには，産業

　の具体的な工程についてある程度の知識を持たなけ

　ればならないが，実際には子どもたちがそのような

　知識を持っていることは莫§待できない。

③これを補うためには模擬活動が有効であるが，単

　元訴霞をしっか鯵立て，その位置づけを詩嚢化しな

　ければ，摸擬活動を箆童の祇会認識に奮威に結び付

　けることはできない。

④単元計睡を立てるにあたっては．授業の流れを明

　確化するために実践する詩経以外の授業案も作成す

　る等の工夫が必要である。それによって実践する授

　業の目的や泣麗づけをよ辱明確にすることができ

　る。

⑤　摸擬授業は実鰹の授業のようにある流れの準で実

　銭されないため，どうしても教緬の説醗炉長いもの

　になる。これを補うため，あらかじめ授業参撫者全

　員が単元欝露と授業案に関して説競を受け，礫解し

　ておく等の工夫が必要である。

⑥どのようにしたら艶童がよ鯵授業を遅解できるよ

　うになるのかを考え，授業の立場に立った授業方

　法・妓籍を身につける必要がある。
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4）窃澤敏生（i鯨3）：基礎教育実響実践報答　一小学絞3年

　歓会科　身透な地綾の一業の摸擬授業一　福島大学教畜実

　践藩究艇要　第23号　鐙．§5～欝2

5）福蕩大学教篤学蕪教会系では，鯵鶉奪度よ辱再度暴護改

　革が行われた。これによ琴2年次生を蝿象として行われて

　いたヂ麹域鮭会の総合暴究≦の授業が廃窪される一芳，3

　隼次蕪矯に基礎教育実習と結び韓’けた嚢地域の教材化］の

　授業が新設された。


